戦後小津安二郎直筆資料群からたどる映画成立過程研究 by 宮本 明子
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博
士
論
文
「
戦
後
小
津
安
二
郎
直
筆
資
料
群
か
ら
た
ど
る
映
画
成
立
過
程
研
究
」
概
要 
宮
本 
明
子   
小
津
安
二
郎
は
、
一
九
二
七
年
の
『
懺
悔
の
刃
』
か
ら
一
九
六
二
年
の
『
秋
刀
魚
の
味
』
ま
で
、
生
涯
に
五
四
本
の
作
品
を
監
督
し
た
。
黒
澤
明
や
溝
口
健
二
と
並
ぶ
日
本
映
画
の
「
巨
匠
」
と
し
て
、
国
内
外
に
研
究
者
・
愛
好
者
は
多
い
。
そ
の
一
方
で
、
映
画
の
成
立
過
程
が
研
究
の
対
象
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。 
改
め
て
小
津
安
二
郎
監
督
作
品
の
成
立
過
程
を
一
次
資
料
か
ら
検
証
す
る
こ
と
で
、
何
が
み
え
て
く
る
だ
ろ
う
か
。
映
画
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
製
作
、
執
筆
の
様
々
な
様
相
に
、
こ
れ
ら
資
料
を
た
ど
る
こ
と
か
ら
迫
り
た
い
。
以
上
の
関
心
、
問
題
意
識
を
発
端
と
し
て
、
草
稿
や
メ
モ
、
絵
コ
ン
テ
、
加
筆
修
正
入
台
本
な
ど
の
一
次
資
料
を
対
象
と
し
て
、
本
稿
は
小
津
安
二
郎
監
督
作
品
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
る
「
小
津
安
二
郎
直
筆
資
料
群
」
と
は
、
国
内
各
所
に
確
認
で
き
た
以
上
の
資
料
の
総
称
で
あ
る
。 
資
料
調
査
は
、
二
〇
一
六
年
現
在
、
国
内
で
も
小
津
の
資
料
が
最
も
多
く
保
管
さ
れ
て
い
る
公
益
財
団
法
人
川
喜
多
記
念
映
画
文
化
財
団
を
主
と
し
て
行
わ
れ
た
。
同
財
団
に
は
、
本
研
究
に
着
手
し
た
二
〇
〇
八
年
の
調
査
以
降
、
直
筆
の
入
ら
な
い
資
料
も
含
め
れ
ば
、
小
津
安
二
郎
監
督
作
品
関
連
資
料
と
し
て
全
二
四
四
点
を
確
認
で
き
た
。
こ
こ
か
ら
、
直
筆
の
有
無
、
映
画
制
作
に
お
け
る
当
該
資
料
の
位
置
づ
け
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
っ
た
。
そ
の
他
、
国
内
各
資
料
館
、
図
書
館
、
さ
ら
に
個
人
宅
を
訪
ね
た
。 
文
学
研
究
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
松
澤
和
宏
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
１
、
一
次
資
料
、
テ
ク
ス
ト
分
析
、
生
成
論
に
つ
い
て
の
蓄
積
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
映
画
研
究
に
お
い
て
は
、
一
次
資
料
に
比
較
的
多
く
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
飯
島
正
『
日
本
映
画
史
』（
一
九
五
五
）
や
佐
藤
忠
男
『
日
本
映
画
史
』（
一
九
五
五
）、
田
中
純
一
郎
『
日
本
映
画
発
達
史
』（
一
九
五
七
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
一
次
資
料
の
内
容
や
意
義
の
実
証
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
各
監
督
・
作
品
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
証
作
業
は
、
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
国
内
外
で
知
ら
れ
る
小
津
の
場
合
も
例
外
で
な
く
、
貴
田
庄
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
小
津
と
『
文
学
覚
書
』」（『
文
学
界
』
二
〇
〇
五
年
二
月
号
）
や
田
中
眞
澄
『
小
津
あ
り
き
』（
二
〇
一
三
年
）
ら
を
基
盤
と
し
て
、
学
術
的
に
更
な
る
調
査
を
深
め
る
余
地
が
あ
る
。 
以
上
の
背
景
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
、
先
の
川
喜
多
記
念
映
画
文
化
財
団
を
基
点
と
す
る
国
内
各
所
で
の
調
査
を
元
に
、
以
下
の
①
～
③
を
明
ら
か
に
す
る
。
対
象
と
す
る
資
料
は
、
全
資
料
の
中
で
も
点
数
が
多
く
、
同
じ
版
が
複
数
確
認
で
き
る
た
め
に
相
互
の
比
較
検
討
が
可
能
で
あ
る
戦
後
直
筆
資
料
群
に
絞
っ
た
。
以
上
の
調
査
結
果
を
、
本
稿
第
一
章
・
第
二
章
に
示
す
。 
 
①  
当
該
資
料
の
所
蔵
先
お
よ
び
内
容
の
解
明 
小
津
安
二
郎
監
督
資
料
は
、
親
族
を
は
じ
め
、
当
時
の
撮
影
ス
タ
ッ
フ
・
出
演
者
等
関
係
者
か
ら
委
託
・
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
時
期
や
委
託
先
は
一
定
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
明
ら
か
な
っ
て
い
る
情
報
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
さ
ら
な
る
資
料
の
所
在
確
認
を
進
め
た
。
こ
の
作
業
は
、
②
以
下
で
述
べ
る
項
目
の
土
台
と
な
る
も
の
で
も
あ
る
。 
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 ② 
映
像
分
析
の
手
法
の
み
で
は
明
ら
か
に
し
え
な
か
っ
た
映
画
の
成
立
過
程 
本
稿
で
対
象
と
す
る
一
次
資
料
は
、
映
画
成
立
過
程
に
生
じ
た
修
正
、
訂
正
の
痕
跡
を
示
し
て
お
り
、
通
説
の
再
検
討
を
迫
る
も
の
と
な
り
う
る
。
第
一
章
で
検
証
す
る
映
画
『
早
春
』
の
修
正
入
台
本
は
そ
の
一
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
完
成
し
た
映
画
を
対
象
と
す
る
か
ぎ
り
で
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
、
こ
れ
ら
助
言
・
示
唆
な
ど
の
有
機
的
な
様
相
を
、
一
次
資
料
を
精
査
す
る
こ
と
か
ら
実
証
し
た
い
。 
 
③ 
小
津
映
画
研
究
、
ひ
い
て
は
日
本
映
画
研
究
に
お
け
る
一
次
資
料
の
意
義 
従
来
、
小
津
の
映
画
は
「
小
津
的
」
だ
と
称
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
対
面
す
る
人
物
の
顔
が
正
面
か
ら
交
互
に
映
さ
れ
る
シ
ョ
ッ
ト
や
言
葉
の
反
復
な
ど
に
、
い
か
に
も
小
津
の
映
画
ら
し
い
特
徴
を
み
て
と
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
方
に
対
し
て
、
蓮
實
重
彥
は
、
一
九
八
三
年
、
小
津
の
映
画
に
は
「
小
津
的
」
で
な
い
状
況
が
い
か
に
起
き
て
い
る
の
か
を
示
し
て
み
せ
た
。
人
々
が
そ
う
認
知
す
る
表
層
的
な
「
小
津
的
」
な
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
、
女
性
た
ち
は
微
笑
ん
で
い
る
ば
か
り
で
な
く
「
憤
っ
て
」
お
り
、
そ
れ
ら
が
手
ぬ
ぐ
い
や
タ
オ
ル
な
ど
を
勢
い
よ
く
ふ
り
は
ら
う
身
振
り
に
集
約
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
、
蓮
實
は
徹
底
し
て
画
面
を
「
み
る
」
こ
と
か
ら
、
従
来
の
「
小
津
的
」
な
る
状
況
、
ま
た
そ
れ
を
疑
い
も
な
く
受
け
入
れ
る
こ
と
を
批
判
し
た
２
。
本
稿
は
、
一
次
資
料
を
も
視
野
に
入
れ
、
小
津
の
映
画
を
再
検
討
す
る
。 
 
尚
、
続
く
第
三
章
か
ら
第
五
章
で
は
、
第
一
章
、
第
二
章
で
の
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
、
映
画
の
原
作
と
な
っ
た
作
品
、
聴
き
取
り
を
元
に
論
述
を
進
め
る
。
こ
れ
は
、
以
上
の
直
筆
資
料
群
の
調
査
分
析
の
結
果
、
映
画
の
成
立
過
程
を
窺
え
る
情
報
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。 
 
二 
本
研
究
の
特
色
と
意
義 
資
料
を
収
集
・
精
査
し
、
映
画
と
原
作
、
映
画
と
作
家
と
の
関
係
を
実
証
的
に
示
す
べ
く
試
み
る
。
あ
わ
せ
て
、
関
係
者
へ
の
聴
き
取
り
も
行
い
、
既
存
の
文
献
か
ら
は
判
明
し
得
な
い
点
に
つ
い
て
教
示
を
得
る
。
以
上
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
は
完
成
し
た
映
画
の
分
析
が
主
で
あ
っ
た
映
画
研
究
お
よ
び
小
津
安
二
郎
研
究
に
新
た
な
視
点
と
成
果
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
本
研
究
の
特
色
で
あ
り
意
義
と
い
え
る
。 
 
三 
研
究
方
法 
以
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
三
点
か
ら
研
究
を
進
め
る
。 
 
① 
国
内
所
蔵
先
、
個
人
宅
等
、
関
係
各
所
に
お
い
て
調
査
を
行
う 
 
公
益
財
団
法
人
川
喜
多
記
念
映
画
文
化
財
団
、
松
竹
大
谷
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
各
所
で
調
査
を
進
め
る
。
以
上
の
施
設
で
は
資
料
の
全
体
像
や
各
内
容
が
公
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
時
期
に
よ
っ
て
委
託
・
寄
託
資
料
の
数
に
変
動
が
あ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
必
要
に
応
じ
て
各
所
へ
閲
覧
申
請
を
行
い
、
資
料
の
情
報
を
整
理
す
る
。 
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② 
上
記
①
と
並
行
し
て
、
資
料
の
分
析
・
検
討
を
行
う 
 
上
記
①
よ
り
確
認
で
き
た
資
料
を
閲
覧
し
、
そ
の
内
容
、
特
徴
に
つ
い
て
、
分
析
・
検
討
を
行
う
。
複
写
、
撮
影
は
許
可
が
得
ら
れ
た
場
合
に
限
ら
れ
る
。
あ
わ
せ
て
、
上
記
①
の
資
料
館
、
博
物
館
ほ
か
、
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
映
画
雑
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
刊
行
物
も
比
較
対
象
と
し
て
、
映
画
史
に
お
け
る
当
該
資
料
の
意
義
を
多
角
的
に
検
討
す
べ
く
努
め
る
。 
 
③ 
既
存
の
文
献
か
ら
判
明
し
得
な
い
情
報
に
関
し
て
は
、
資
料
寄
託
・
委
託
者
、
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
分
析
・
検
討
を
加
え
る 
一
次
資
料
に
は
、
執
筆
者
を
特
定
で
き
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
資
料
を
分
析
す
る
た
め
に
、
当
時
の
状
況
を
知
る
現
場
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
、
関
係
者
に
聴
き
取
り
を
行
い
、
教
示
を
得
る
。
そ
う
し
た
手
段
を
講
じ
て
も
不
明
点
が
残
る
場
合
に
は
、
な
ぜ
そ
う
し
た
事
例
が
認
め
ら
れ
る
の
か
を
考
察
し
て
ゆ
く
。
尚
、
本
稿
は
タ
イ
ト
ル
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
小
津
安
二
郎
の
直
筆
が
含
ま
れ
る
資
料
を
対
象
と
す
る
。
こ
の
う
ち
、
調
査
の
過
程
で
、
小
津
の
直
筆
を
認
め
ら
れ
な
い
な
が
ら
も
、
聴
き
取
り
調
査
の
情
報
を
補
完
す
る
資
料
を
確
認
で
き
た
。
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
ら
の
資
料
に
も
情
報
を
求
め
、
小
津
の
映
画
の
成
立
過
程
を
多
角
的
に
考
察
す
べ
く
試
み
る
。 
関
連
し
て
、
以
下
に
、
本
文
に
言
及
す
る
台
本
の
名
称
と
し
て
「
準
備
稿
」、「
完
成
稿
」
に
つ
い
て
付
記
す
る
。 
 
準
備
稿 
撮
影
の
前
に
制
作
さ
れ
た
台
本
で
あ
り
、
当
該
映
画
の
台
詞
や
シ
ー
ン
な
ど
の
修
正
が
入
る
場
合
が
あ
る
。
関
係
者
は
、
こ
れ
を
元
に
内
容
を
確
認
し
、
訂
正
や
メ
モ
な
ど
を
記
す
。
し
ば
し
ば
何
段
階
か
の
過
程
を
経
、
い
く
つ
か
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
映
画
が
ど
の
よ
う
な
訂
正
、
修
正
を
重
ね
て
完
成
し
た
の
か
、
加
筆
修
正
の
う
ち
何
が
映
画
に
採
用
さ
れ
た
の
か
を
確
認
で
き
る
。 
 
修
正
入
台
本 
通
常
、
監
督
や
脚
本
執
筆
者
な
ど
関
係
者
が
、
台
本
上
の
台
詞
や
ト
書
き
に
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
台
本
上
に
鉛
筆
や
ペ
ン
な
ど
で
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。 
 
四 
構
成 
本
稿
は
全
五
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。 
 
序
章 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一 
は
じ
め
に
―
―
本
研
究
の
目
的
と
背
景 
 
 
 
 
二 
本
研
究
の
特
色
と
意
義 
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三 
研
究
方
法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四 
構
成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
一
章
『
早
春
』
と
里
見
弴
―
―
「『
早
春
』
修
正
入
台
本
」
上
の
加
筆
修
正
を
め
ぐ
っ
て 
 
一 
映
画
を
介
し
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
「
青
鉛
筆 
里
見
さ
ん
」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三 
関
西
弁
へ
の
加
筆
修
正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四 
修
正
入
台
本
か
ら
完
成
審
査
用
台
本
へ 
 
 
 
 
五
「
翻
訳
」
は
可
能
か 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六 
里
見
と
の
接
点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
二
章 
演
出
家
と
し
て
の
里
見
弴                                            
一 
ト
書
き
へ
の
加
筆
修
正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二 
台
本
に
お
け
る
ト
書
き
の
位
置
づ
け 
 
 
 
 
 
三 
鎌
倉
文
学
館
所
蔵
里
見
弴
関
連
資
料
調
査
結
果 
 
第
三
章 
鏡
の
中
の
紀
子
―
―
『
晩
春
』
に
お
け
る
「
杜
若 
戀
之
舞
」 
 
 
 
 
 
 
  
一 
小
書
と
し
て
の
「
戀
之
舞
」 
 
 
 
 
 
 
 
 
二 
金
春
流
宗
家
、
金
春
惣
右
衛
門
に
訊
く 
 
 
 
 
三 
劇
中
劇
と
し
て
の
「
杜
若 
戀
之
舞
」 
 
 
 
 
四 
鏡
の
中
の
紀
子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
四
章 
父
親
・
嘘
・
娘
た
ち
―
―
後
期
作
品
群
に
お
け
る
特
徴
の
変
遷                
一 
後
期
作
品
群
と
「
二
十
五
歳
の
娘
」
た
ち 
 
 
 
二 
結
末
と
父
親
像 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三 
娘
像
―
―
娘
の
友
人
、
あ
る
い
は
妹
た
ち 
 
 
 
四 
娘
像
―
―
結
婚
を
控
え
た
娘
た
ち 
 
 
 
 
 
 
第
五
章
「
お
じ
さ
ん
」
の
系
譜
―
―
『
彼
岸
花
』『
秋
日
和
』
そ
し
て
『
青
春
放
課
後
』
ま
で  
一 
後
期
作
品
群
と
「
お
じ
さ
ん
」
た
ち 
 
 
 
 
 
二
「
拝
借
」
例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
「
老
友
」
を
め
ぐ
っ
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終
章 
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各
章
で
扱
う
作
品
は
、
必
ず
し
も
時
系
列
で
並
べ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
戦
後
の
作
品
を
扱
う
な
ら
ば
、
ま
ず
は
『
長
屋
紳
士
録
』（
一
九
四
七
年
）、
さ
ら
に
『
風
の
中
の
雌
鷄
』（
一
九
四
八
年
）
を
扱
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
二
作
品
に
つ
い
て
は
、
成
立
過
程
を
た
ど
る
た
め
の
情
報
が
乏
し
く
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 
 
続
い
て
、
以
下
に
各
章
の
主
題
と
扱
う
資
料
を
確
認
す
る
。 
第
一
章
で
は
、
前
掲
、「『
早
春
』
修
正
入
台
本
」
の
内
容
を
調
査
し
、
そ
こ
に
「
里
見
さ
ん
」
と
記
さ
れ
る
人
物
に
よ
る
加
筆
修
正
の
実
態
を
探
る
。
比
較
検
討
の
材
料
と
し
て
、
他
の
『
早
春
』
修
正
入
台
本
お
よ
び
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
上
記
「
里
見
」
と
記
さ
れ
る
執
筆
者
の
直
筆
資
料
の
調
査
を
進
め
た
。
あ
わ
せ
て
聴
き
取
り
調
査
を
行
い
、
青
鉛
筆
の
執
筆
者
を
特
定
す
べ
く
、
調
査
・
分
析
を
試
み
た
。
本
事
例
が
示
し
て
い
る
の
は
、
従
来
、
第
一
稿
す
な
わ
ち
完
成
稿
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
小
津
の
シ
ナ
リ
オ
に
第
三
者
が
手
を
加
え
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
一
部
が
、
実
際
に
映
画
に
採
用
さ
れ
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
以
上
の
過
程
に
加
わ
っ
て
い
た
作
家
里
見
弴
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
以
降
の
章
で
も
引
続
き
取
り
上
げ
ら
れ
る
。 
第
二
章
で
は
、
第
一
章
で
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
青
鉛
筆
の
執
筆
者
と
特
定
さ
れ
る
里
見
弴
が
参
加
し
た
台
本
お
よ
び
台
本
へ
の
加
筆
修
正
の
有
無
を
調
査
し
た
。
二
〇
一
六
年
十
月
現
在
の
鎌
倉
文
学
館
に
所
蔵
さ
れ
る
里
見
弴
関
連
資
料
と
し
て
、
具
体
的
に
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
、
演
劇
台
本
を
対
象
と
し
た
。
以
上
か
ら
、
里
見
が
映
画
を
含
む
台
本
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
加
筆
修
正
を
施
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
尚
、
こ
れ
ま
で
に
里
見
の
参
加
し
た
同
台
本
の
一
覧
や
内
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
調
査
が
初
め
て
の
試
み
と
な
る
。 
第
三
章
で
は
、『
晩
春
』（
一
九
四
九
年
）
を
議
論
の
対
象
と
す
る
。『
晩
春
』
は
、
松
竹
大
谷
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
準
備
稿
を
は
じ
め
、
現
存
す
る
一
次
資
料
に
つ
い
て
は
、
点
数
が
限
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
婚
期
を
迎
え
た
娘
の
結
婚
問
題
を
主
題
と
す
る
点
、
父
親
・
娘
の
特
徴
な
ど
、
以
降
の
戦
後
小
津
映
画
に
も
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
様
式
を
提
示
し
た
基
点
と
な
る
作
品
で
あ
り
、
戦
後
の
小
津
映
画
を
論
じ
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
『
晩
春
』
に
つ
い
て
、
人
間
国
宝
・
金
春
流
宗
家
、
金
春
惣
右
衛
門
か
ら
得
た
教
示
を
も
と
に
、
映
画
に
挿
入
さ
れ
た
能
楽
の
一
場
面
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 第
四
章
で
は
、『
晩
春
』
と
と
も
に
、
戦
後
小
津
の
映
画
に
お
け
る
原
作
映
画
化
の
事
例
と
し
て
知
ら
れ
る
『
宗
方
姉
妹
』（
一
九
五
〇
年
）、『
彼
岸
花
』（
一
九
五
八
年
）、『
秋
日
和
』（
一
九
六
〇
年
）
の
四
作
品
を
対
象
と
し
て
、
戦
後
の
小
津
の
映
画
の
特
徴
が
、
各
作
品
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
み
て
と
れ
る
か
を
論
じ
る
。 
尚
、
以
上
の
第
三
章
、
第
四
章
に
お
い
て
は
、
小
津
の
直
筆
資
料
は
確
認
で
き
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
従
来
の
通
説
に
変
更
を
迫
る
よ
う
な
記
録
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
第
一
章
に
と
り
あ
げ
た
『
早
春
』
の
台
本
の
よ
う
に
、
第
三
者
に
よ
る
加
筆
修
正
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
台
本
と
、
そ
こ
に
一
部
の
語
句
の
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。 
第
五
章
は
、
引
続
き
『
彼
岸
花
』『
秋
日
和
』
を
主
な
対
象
と
し
て
、『
彼
岸
花
』
以
降
の
小
津
の
作
品
 6 
に
認
め
ら
れ
る
登
場
人
物
に
注
目
す
る
。
映
画
『
彼
岸
花
』、『
秋
日
和
』
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
里
見
の
原
作
と
同
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
。
従
来
、
そ
の
成
立
過
程
の
詳
細
が
十
分
に
語
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
研
究
で
は
一
次
資
料
の
発
掘
を
試
み
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
こ
こ
で
も
シ
ナ
リ
オ
、
原
作
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
状
況
を
窺
え
る
資
料
に
乏
し
く
、
引
続
き
、
資
料
の
発
掘
調
査
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。
本
章
で
は
、
映
画
お
よ
び
里
見
の
著
作
を
対
象
と
し
て
、
両
者
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
映
画
の
原
作
と
な
る
『
彼
岸
花
』、『
秋
日
和
』
の
他
の
作
品
に
つ
い
て
も
、
小
津
の
映
画
に
用
い
ら
れ
て
い
た
箇
所
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。 
以
上
の
通
り
、
本
稿
で
は
、
戦
後
の
小
津
安
二
郎
直
筆
資
料
群
と
し
て
、
具
体
的
に
は
『
晩
春
』
以
降
の
作
品
を
と
り
あ
げ
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
章
に
お
い
て
、
直
筆
資
料
を
扱
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
前
述
の
通
り
、
調
査
が
進
め
ら
れ
る
過
程
で
、
各
資
料
の
内
容
、
点
数
が
限
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
も
な
お
研
究
の
関
心
は
小
津
の
直
筆
資
料
に
あ
り
、
未
だ
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
資
料
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
と
所
在
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引
続
き
調
査
を
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。 
 
五 
得
ら
れ
た
結
果
と
今
後
へ
の
課
題 
第
一
章
で
は
、
映
画
『
早
春
』
の
成
立
過
程
に
作
家
里
見
弴
が
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「『
早
春
』
修
正
入
台
本
」
に
な
さ
れ
た
青
鉛
筆
で
の
書
き
込
み
は
、
科
白
、
ト
書
き
の
両
方
に
な
さ
れ
、
う
ち
科
白
へ
の
加
筆
修
正
が
映
画
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
田
中
春
男
演
じ
る
「
野
村
」
の
科
白
を
検
討
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
り
、
当
初
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
べ
く
台
本
を
検
討
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
里
見
が
、
そ
の
後
『
早
春
』
の
他
の
箇
所
に
も
目
を
転
じ
て
助
言
を
行
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 
以
上
を
ふ
ま
え
、
第
二
章
で
は
、
里
見
の
他
の
台
本
へ
の
加
筆
修
正
結
果
を
確
認
し
た
。
現
在
確
認
で
き
る
全
資
料
の
中
で
、
第
一
章
に
検
討
し
た
「『
早
春
』
修
正
入
台
本
」
に
匹
敵
す
る
書
き
込
み
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
里
見
が
、
自
身
が
関
わ
る
作
品
の
台
本
と
し
て
、
新
た
な
加
筆
修
正
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
し
て
、
里
見
の
台
本
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
ト
書
き
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
特
徴
は
第
一
章
に
確
認
し
た
『
早
春
』
に
も
み
て
と
れ
、
里
見
が
演
劇
で
培
っ
た
演
出
の
方
法
を
、
映
画
台
本
に
も
転
用
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
継
続
し
て
里
見
の
関
わ
っ
た
台
本
の
所
在
確
認
・
分
析
も
視
野
に
入
れ
、
さ
ら
な
る
検
討
を
重
ね
た
い
。 
第
三
章
で
は
、
金
春
流
宗
家
、
金
春
惣
右
衛
門
へ
の
聴
き
取
り
に
基
づ
き
、『
晩
春
』
の
結
末
の
演
出
と
、
本
作
品
に
挿
入
さ
れ
る
能
楽
「
杜
若 
戀
之
舞
」
と
の
連
関
を
示
し
た
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
晩
春
』
は
後
年
の
『
秋
刀
魚
の
味
』
と
対
に
な
る
作
品
と
し
て
知
ら
れ
、
結
末
の
鏡
は
、
以
上
二
作
に
共
通
し
て
、
花
嫁
が
去
っ
た
後
の
「
不
在
」
を
映
し
出
す
鏡
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
『
晩
春
』
に
お
い
て
は
、
そ
れ
以
前
に
、
劇
中
演
じ
ら
れ
て
い
た
能
舞
台
を
再
現
す
る
か
の
ご
と
く
、
娘
が
鏡
を
み
る
所
作
が
存
在
す
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
は
記
載
さ
れ
な
が
ら
、
父
娘
が
見
る
舞
台
上
か
ら
は
消
え
る
こ
と
と
な
っ
た
小
書
き
「
戀
之
舞
」
は
、
以
上
の
よ
う
に
『
晩
春
』
劇
中
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
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続
く
第
四
章
、
第
五
章
に
お
い
て
は
、
小
津
の
後
期
作
品
群
に
お
け
る
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。『
晩
春
』
以
降
に
頻
出
す
る
「
父
親
」、「
嘘
」、「
娘
」
に
代
表
さ
れ
る
以
上
三
つ
の
要
素
と
、『
彼
岸
花
』
以
降
に
頻
出
す
る
初
老
の
男
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
着
想
の
源
泉
は
、
広
津
和
郎
の
「
父
と
娘
」、
里
見
の
著
作
に
求
め
ら
れ
る
。 
以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
映
画
を
観
る
の
み
で
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
、
小
津
の
映
画
の
成
立
過
程
を
、
直
筆
資
料
、
ま
た
関
連
す
る
資
料
か
ら
具
体
的
に
確
認
し
、
考
察
を
加
え
た
。 
こ
の
過
程
か
ら
、
新
た
に
浮
か
び
上
が
り
、 
本
稿
の
複
数
の
章
に
わ
た
り
言
及
さ
れ
た
作
家
と
し
て
、
作
家
里
見
弴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
第
五
章
に
確
認
し
た
「
老
友
」
の
事
例
は
、
従
来
、
小
津
の
後
期
作
品
に
達
成
さ
れ
た
ユ
ー
モ
ア
に
、
里
見
の
著
作
が
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
好
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
蓮
實
の
こ
と
ば
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
従
来
、「
小
津
的
」
な
ユ
ー
モ
ア
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
た
初
老
の
男
た
ち
の
や
り
と
り
の
源
に
は
「
老
友
」
が
あ
る
。
そ
の
や
り
と
り
は
、
小
津
の
語
っ
て
い
た
里
見
の
著
作
か
ら
の
明
ら
か
な
「
拝
借
」
の
一
例
で
あ
る
。 
 
し
か
し
、
そ
う
し
て
ま
で
里
見
の
著
作
が
小
津
の
映
画
に
繰
り
返
し
「
拝
借
」
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
小
津
が
次
の
よ
う
に
語
っ
た
記
録
が
あ
る
。
小
津
は
敬
愛
す
る
志
賀
直
哉
に
対
し
て
、
映
画
の
台
詞
に
は
「
里
見
先
生
の
小
説
の
会
話
を
何
よ
り
の
手
本
と
し
て
」
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
志
賀
は
、
「
小
説
に
す
る
と
少
し
く
ど
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
応
え
る
。
さ
ら
に
小
津
は
、
そ
こ
で
里
見
と
同
じ
く
小
説
家
、
劇
作
家
で
あ
っ
た
久
保
田
万
太
郎
を
ひ
き
あ
い
に
だ
し
、
「
例
え
ば
久
保
田
さ
ん
の
で
は
映
画
の
会
話
と
し
て
は
不
適
当
の
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
」
３
と
述
べ
る
。
具
体
的
な
例
こ
そ
挙
げ
て
い
な
い
が
、
以
上
の
応
答
か
ら
は
、
そ
れ
が
里
見
の
会
話
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
小
津
の
主
張
が
明
ら
か
で
あ
る
。 
 
で
は
、
そ
の
里
見
の
会
話
の
特
徴
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。 
里
見
の
「
会
話
」
の
「
う
ま
さ
」
は
、
同
時
代
の
批
評
家
や
作
家
か
ら
す
で
に
一
定
の
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
奥
野
健
男
は
、
大
正
十
年
前
後
、
里
見
が
芥
川
龍
之
介
と
と
も
に
心
理
描
写
の
名
人
と
し
て
な
ら
び
称
さ
れ
、「
そ
の
小
説
の
う
ま
さ
は
、
文
壇
の
誰
も
真
似
が
で
き
ず
、『
う
ま
す
ぎ
る
』」
４
と
評
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
ま
た
そ
の
語
り
口
は
、
役
者
に
も
た
と
え
ら
れ
た
。
谷
崎
潤
一
郎
は
、
歌
舞
伎
役
者
、
尾
上
菊
五
郎
の
芸
風
を
里
見
の
そ
れ
に
喩
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
聡
明
な
と
こ
ろ
、
熱
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
、
す
っ
き
り
し
て
鋭
利
な
と
こ
ろ
」、「
小
説
家
に
も
女
形
に
な
れ
る
人
と
な
れ
な
い
人
、
踊
り
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
あ
る
。
里
見
君
は
女
形
に
な
れ
る
人
で
、
且
踊
り
の
あ
る
人
で
あ
る
、
と
云
う
よ
う
な
気
が
す
る
」
５
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 
さ
ら
に
、
里
見
の
文
章
の
表
記
方
法
が
、
発
声
時
の
発
音
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
江
藤
淳
は
里
見
の
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
と
し
て
、
近
代
小
説
に
主
流
と
な
っ
た
「
黙
読
」
で
な
く
、
朗
読
し
て
耳
に
快
い
こ
と
を
挙
げ
る
。 
 
ま
さ
に
朗
々
誦
す
べ
き
文
章
で
す
ね
、
里
見
先
生
の
文
章
は
。
そ
れ
に
、
耳
で
と
ら
え
た
も
の
を
片
仮
名
な
ど
正
確
に
ト
ラ
ン
ス
ク
ラ
イ
ブ
し
て
あ
り
ま
す
ね
。
今
の
小
説
家
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
苦
心
し
て
書
い
て
い
る
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
あ
な
い
で
し
ょ
う
 8 
か
。
つ
ま
り
、
文
字
が
た
だ
の
符
丁
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
（
中
略
）
里
見
先
生
の
は
肉
声
に
な
っ
て
聞
え
て
く
る
ん
で
す
ね
。
６ 
 
江
藤
の
言
及
す
る
「
片
仮
名
な
ど
正
確
に
ト
ラ
ン
ス
ク
ラ
イ
ブ
」
す
る
文
体
は
、
里
見
の
著
作
に
往
々
に
し
て
現
れ
る
。
日
本
語
学
の
中
村
明
、「
カ
タ
カ
ナ
を
利
用
し
て
細
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
書
き
分
け
る
」「
里
見
弴
の
小
説
の
流
儀
」
７
で
あ
る
。
小
津
の
映
画
の
台
本
に
も
そ
れ
が
い
え
る
。
た
と
え
ば
第
一
章
で
み
た
『
早
春
』
で
い
え
ば
、「
ま
だ
な
ん
ぞ
あ
ン
の
か
」「
そ
ん
な
こ
と
あ
る
か
イ
。」
と
い
う
「
野
村
」
の
科
白
、 
「
お
い
、
待
て
ッ
！
」
と
い
う
通
勤
仲
間
た
ち
の
科
白
、
そ
し
て
「（
手
を
振
っ
て
）
先
き
イ
行
っ
て
待
っ
て
る
わ
よ
う
！
」
と
い
う
「
千
代
」
の
科
白
な
ど
に
、
片
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
村
が
指
摘
す
る
よ
う
に
８
、
小
津
の
映
画
の
台
本
と
は
、「
実
際
の
話
し
こ
と
ば
の
特
徴
を
台
本
の
段
階
で
す
で
に
き
わ
め
て
リ
ア
ル
に
再
現
」
９
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
ま
さ
に
里
見
の
テ
ク
ス
ト
の
表
記
法
に
通
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
し
た
が
っ
て
、
従
来
は
「
文
学
」
と
「
映
画
」
と
し
て
個
別
に
参
照
さ
れ
て
き
た
里
見
の
テ
ク
ス
ト
と
小
津
の
映
画
シ
ナ
リ
オ
と
の
近
さ
に
、
注
意
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
里
見
の
テ
ク
ス
ト
と
は
、
語
り
の
内
容
の
「
う
ま
さ
」
に
加
え
て
、
そ
の
ま
ま
肉
声
と
な
っ
て
聞
こ
え
て
く
る
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
発
声
時
の
発
音
に
即
し
た
里
見
の
テ
ク
ス
ト
は
、
俳
優
が
そ
れ
を
読
む
こ
と
に
も
た
え
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
小
津
や
野
田
は
里
見
の
テ
ク
ス
ト
を
手
本
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
１
０
。 
こ
の
点
で
、
小
津
の
語
っ
た
里
見
の
著
作
か
ら
の
「
拝
借
」
は
、
具
体
的
な
作
品
、
科
白
か
ら
の
「
拝
借
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
里
見
の
表
記
方
法
に
も
及
ん
で
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
里
見
の
テ
ク
ス
ト
は
、
小
津
の
映
画
の
科
白
、
俳
優
の
発
声
に
も
関
わ
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 
以
上
に
確
認
し
て
き
た
こ
と
を
元
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
小
津
の
映
画
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
過
程
で
、
こ
れ
ま
で
小
津
の
映
画
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
た
「
小
津
的
」
な
状
況
に
対
し
て
も
、
そ
こ
に
は
た
と
え
ば
里
見
と
い
う
作
家
の
関
与
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
の
関
与
を
省
い
て
小
津
の
映
画
が
成
立
し
な
い
こ
と
は
、
小
津
が
里
見
の
著
作
の
「
拝
借
」
を
し
ば
し
ば
語
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 
今
後
は
本
稿
に
お
い
て
扱
っ
て
い
な
い
戦
後
の
小
津
安
二
郎
作
品
群
を
対
象
と
し
て
、
さ
ら
な
る
直
筆
資
料
の
調
査
・
分
析
が
求
め
ら
れ
る
。 
あ
わ
せ
て
、
研
究
を
進
め
る
過
程
で
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
膨
大
な
資
料
群
の
管
理
の
方
法
で
あ
る
。
小
津
安
二
郎
に
か
ぎ
っ
て
も
、
現
存
す
る
資
料
の
所
在
が
未
だ
明
ら
か
で
な
い
も
の
が
多
く
、
国
内
各
所
に
点
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
資
料
に
つ
い
て
、
著
作
権
や
各
館
の
運
営
体
制
な
ど
も
鑑
み
、
今
後
十
分
な
ア
ー
カ
イ
ブ
の
体
制
が
整
え
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。 
ま
た
、
本
稿
に
み
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
、『
早
春
』
に
お
け
る
里
見
の
関
与
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
基
礎
的
か
つ
重
要
な
事
実
が
看
過
さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
従
来
の
日
本
映
画
研
究
が
、
専
ら
完
成
し
た
「
映
画
」
を
対
象
と
し
て
き
た
こ
と
、
一
次
資
料
の
有
無
や
保
管
場
所
が
認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
未
確
認
資
料
を
含
む
全
資
料
を
対
象
に
精
査
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
未
開
拓
で
あ
っ
た
小
津
の
直
筆
 9 
資
料
を
は
じ
め
と
す
る
、
一
次
資
料
の
内
容
・
映
画
成
立
過
程
の
解
明
に
取
り
組
み
た
い
。 
以
上
の
資
料
を
用
い
た
実
証
作
業
を
通
じ
て
、
小
津
の
映
画
と
そ
の
制
作
の
手
法
が
明
ら
か
に
な
り
、
既
存
の
小
津
研
究
、
ひ
い
て
は
日
本
映
画
研
究
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
言
語
の
制
約
か
ら
、
こ
れ
ま
で
海
外
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
資
料
の
ア
ク
セ
ス
は
、
言
語
的
、
物
理
的
制
約
か
ら
限
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
今
後
本
研
究
を
さ
ら
に
進
め
、
国
内
外
研
究
者
と
と
も
に
情
報
共
有
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
が
課
題
と
な
る
。 
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澤
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郎
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、
六
八
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江
藤
淳
「
文
士
に
な
る
ま
で
」（
里
見
弴
と
の
対
談
時
の
発
言
）、『
海
』、
一
九
七
七
年
六
月
号
、
中
央
公
論
社
、
一
二
五
頁
。 
７ 
中
村
明
『
小
津
の
魔
法
つ
か
い
』
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
、
一
一
七
頁
。 
８ 
完
成
稿
の
ほ
か
、
川
喜
多
記
念
映
画
文
化
財
団
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
る
準
備
稿
な
ど
に
も
確
認
で
き
る
特
徴
で
あ
る
。 
９ 
中
村
、
前
掲
、
一
一
五
―
一
一
六
頁
。
た
と
え
ば
、
「
あ
ん
た
の
と
こ
に
廻
っ
て
も
」
を
意
味
す
る
『
麦
秋
』（1951
年
）
の
「
あ
ん
た
ン
と
こ
ィ
廻
っ
て
も
」
と
い
う
台
詞
は
、
発
声
時
の
音
が
忠
実
に
記
さ
れ
た
一
例
で
あ
る
。
通
常
「
に
」
と
表
記
さ
れ
る
部
分
が
「
ィ
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
小
津
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
「
ニ
」「
ル
」「
ラ
」「
ノ
」
と
い
う
音
が
、
た
い
て
い
「
ン
」
や
「
ィ
」
音
に
変
化
し
て
い
る
と
い
う
。 
１
０ 
こ
の
ほ
か
、
小
津
が
ふ
だ
ん
か
ら
里
見
の
著
作
を
好
み
、
記
憶
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
後
年
、
里
見
は
小
津
と
の
交
友
を
回
想
し
、
小
津
が
「
酒
な
ど
飲
む
と
棒
暗
記
し
た
文
章
を
、
こ
っ
ち
が
ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど
長
々
と
暗
唱
し
て
み
せ
」
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
里
見
弴
「
体
操
と
散
歩
と
晩
酌
と
」、『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
六
年
三
月
二
一
日
、
毎
日
新
聞
社
、
夕
刊
五
面
。 
